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1) たとえば、図表の一種であるフローチャートや鉄道運行表（運行ダイヤ）などには各々固有の表記規則が設定され
ており、その規則にしたがって図表が作成・解釈されている。しかしながら、それらを図的表現として「判読」で
きるものにしているより大きな認識の枠組み、図表・図式という独自の視覚的表現メディアの規則体系そのものの
については、言語表現における〈文法〉とは異なり、現在にいたるまで充分に体系化・周知化が進められてきたと
は言い難い、ということである。
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2)「図法」という言葉は、一般的には「図の作り方」ではなく「地図を描く方法」という意味で理解されている。も
ちろん、人類の発展史において地図が果たしてきた役割は決して小さなものではないし、おそらく地図は図的表現
の重要な起源のひとつでもある。しかし、広大な図的表現領域の一分野にすぎない「地図」の「描き方＝球体であ
る地球表面を平面図に投影する方法」という狭小な概念に対して、たんなる日本語の問題であるとはいえ、この言
葉を特権的に適用するのは不整合である。「図法」は、その本来の字義から判断しても「図的表現の方法」を意味
する概念であり、いわば文章表現における〈文法〉に相当するものとして再定義されるべきであろう。また、言語
表現に〈修辞法〉や〈修辞学〉があるように、図的表現にも〈修図法〉や〈修図学〉があってよいはずである。

3) 出原栄一 他『図の体系－図的思考とその表現』日科技連,1986年を参照。同書は、人類史における図的表現の発
展過程を古代から現代までたどり、そこに共通する記法や規範を抽出・分類している、日本で刊行された唯一とも
いうべき図法の解説書である。同書のなかでも、とりわけその第３章「図表現の方法と形式」および第４章「図言
語の体系」における図法の解説は、正確な作図とその解釈にとって非常に有用である。

4) アドリアン・フルティガー『図説サインとシンボル』研究社, 2015年を参照。同書は、たんに図形の基本について論
じるレベルを超えて、多種多様な図形や記号の意味と作用を具体的事例に沿って解明しようと試みた、いわば異種
の〈修図法〉あるいは〈修図学〉の集大成であるといえる。

5)「図表」は「図」と「表」の両者を総合した概念であるが、多くの場合、数量関係や法則を直線・曲線・図形・数
字などで表わしたもの、という数学分野の用語となっている。また「図式（ ）」には、一般的な「図的表
現」という意味のほかに、特殊な哲学的意味が付与されている。さらに、「ダイヤグラム」は「図的表現」を代表
する一般用語とされることもあるが、鉄道交通網の発達とともに、この言葉は主として「列車運行表」を意味する
ようになってしまった。

6) 木村博之『インフォグラフィクス．情報をデザインする視点と表現』誠文堂新光社, 2010年, ８頁。
7) 永原康史『インフォグラフィックスの潮流―情報と図解の近代史』誠文堂新光社, 2016年, 10頁。
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8) 出原『図の体系』124頁では、「構成する要素の配列の仕方に一定の規則があり、この規則にしたがって要素が配列
されているとき、その図は、個々の要素が表わす意味よりも、さらに複雑な意味を表わすことができる」として、
そうした図的表現を「図言語」と呼んでいるが、これが「インフォグラフィックス」に相当する。

9) 出原『図の体系』48頁参照。
10) 芸術性と実用性というこの分類は〈一次元表示〉である文章にも「文学作品とそれ以外」の区別として認められる。
11) 出原『図の体系』50頁参照。
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12) 出原『図の体系』58頁、62頁参照。
13) 出原『図の体系』58頁参照。
14) 多義的で情操面に作用する表現である、というその特徴は、たんに〈二次元表示〉の絵画芸術だけでなく、ほかの
造形芸術分野にも、また詩歌に代表される〈一次元表示〉の言語芸術、すなわち文学作品にも、そして音楽分野に
おいても同様に認められる。つまり、これは芸術分野全般に共通する特徴ということである。

15) ダン･スペルベル『表象は感染する』新曜社, 2001年, 103 106頁、118 129頁参照。
16) 出原『図の体系』64頁参照。
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17) 出原『図の体系』68頁において提唱された用語と定義を採用した。
18) 出原『図の体系』68頁。これ以降、引用文中における〔 〕内の文言は筆者による追記を表わす。
19) 以降、本稿で用いられる例図は、とくに注記のない限り、すべて筆者により作成されたものである。
20) 出原『図の体系』73頁の記載内容に一部、加筆・修正・変更を加えて作成した。
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21) 出原『図の体系』76 78頁参照。
22) 座標系には、その軸設定の方法によって、１本である数直線、２本もしくは３本の直線が直角に交わる直交座標、
３本の直線が相互に交 する三角座標など種々の形態があり、また、座標空間内に示される数量の表現にも面積に
よるもの、長さ、点の散布、連結線によるものなど種々あるが、それらの詳細についてはここでは言及しない。
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23) 出原『図の体系』80頁参照。
24) フルティガー『図説サインとシンボル』6頁。
25) 出原『図の体系』80頁。
26) 永原『インフォグラフィックスの潮流』120 130頁においては、これらは「メタファーとしてのツリー型」「シン
ボルとしてのマウンテン型」と分類されている。
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27) 出原『図の体系』128頁。
28) フルティガー『図説サインとシンボル』12頁。
29) フルティガー『図説サインとシンボル』41頁。
30) フルティガー『図説サインとシンボル』42頁。
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31) 出原『図の体系』128 129頁参照。
32) 出原『図の体系』144 145頁参照。
33) 出原『図の体系』142頁。
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34) 出原『図の体系』84 85頁参照。
35) 出原『図の体系』84頁。
36) パウル・クレー『教育スケッチブック』中央公論美術出版, 1991年, 43頁。なお、クレーは同書の中でさまざまな
現象・対象の捉え方、描き方、関係性を多様なインフォグラフィクスを用いつつ説明しているが、そのなかでただ
矢印についてだけは、その関係記号としての機能に関して詳細な言及を加えている。
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37) フルティガー『図説サインとシンボル』37頁。
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38) アーサー･ケストラー『機械の中の幽霊』ペリカン社, 1969年, 85 87頁。
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39) 階層関係の表現には連結図形（樹の形象）を用いるとしても、ホロン概念それ自体を適切に表現するためには、領
域図形（入れ子方式）の併用もやはり必要となるかもしれない。ケストラー『ホロン革命』工作舎, 1983年, 55 56
頁参照。

40) タルコット・パーソンズ『文化システム論』ミネルヴァ書房, 1991年, 140頁、および、

を参照して作成。
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41) ヤーコプ・フォン・ユクスキュル他『生物から見た世界』新思索社, 1995年, 19 20頁。このモデルは「生物体が外
界からの信号を受け取って処理する操作」という、最も広義のコミュニケーション概念を図示した例である。
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42) 脇阪豊 他『記号学小辞典』同学社, 1992年, 21 22頁を参照。
43) 脇阪豊 他『記号学小辞典』同学社, 1992年, 87頁を参照。
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44) . ( ) .
, 1974, .24 27.

45) ニクラス・ルーマン『自己言及性について』国文社, 1996年, 49頁。
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46) ルートヴィヒ・フォン・ベルタランフィ『一般システム理論』みすず書房, 1973年, 156頁。
47)〈実行器〉の先にある分岐点に〈外部環境〉という〈受信者〉の要素記号を置いて分岐をなくすと、ほぼ、シャ
ノン／ウィーヴァーのモデルにフィードバックのループを付け加えたものとなる。

48) ベルタランフィ『一般システム理論』155 157頁。
49) コミュニケーション・プロセスをモデル化する試みは他にも多数ある。しかし、それらはシュラムによるシンプル
な円環モデルとは異なり、物理的、心理的、言語的、認知的あるいは社会的な種々の付帯要素を追加して複雑化さ
せたものであり、また「コミュニケーションは社会システムを成立させる基本要素である」という観点を欠いても
いる。よって、このプロセスの本質部分を明瞭に表示するための基本形式として採用することができない。
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50) コミュニケーションにおいて〈人格〉が担う機能・役割については、前原真吾「共振する芸術と教育（１）ヨーゼ
フ・ボイスの教育思想」『北海道大学独語独文学研究年報』第38号、2011年, 37 43頁を参照のこと。
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